
　稲荷山は、奥州街道から
白河城下に入る関門にあた
り、白河口の戦いにおいて
同盟軍が最も重視した陣地
です。会津藩を主力にした
同盟軍が守っていましたが、
薩摩藩などの新政府軍に立
石山方面と桜町方面が破ら
れると一気に劣勢となり

陥落しました。稲荷山に応援に向かった副総督・横
よこ や ま

山
主
ち か ら

税は稲荷山の裏で戦死しています。
　現在、稲荷山山頂付近は公園となり、会津藩家老で
総督・西

さ い ご う

郷頼
た の も

母の碑、ふもとには会津藩戦死者の慰霊
碑、その向かいには長州藩と大垣藩の戦死者の墓があ
ります。

　私たち飲食店にとって今回の大河ドラマの放映
は、大きなチャンスだと思っています。各店が工
夫して、観光客に喜んでもらえる新メニューや白
河ならではの共通メニューを考えていきたいと思
います。また、観光客に史跡の案内ができるよう
組合員の勉強会を開催して、おもてなしの気持ち
を磨いていきたいと考えています。

　これまでも数多く語られてきた明治維新の物語で
すが、敗れた側・会津の視点から、また、女性の視点
から描かれるものはあまりありませんでした。今回の
大河ドラマでは、新島八重の生涯を通じ、新たな幕末
・明治像を描いていきます。
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来たる観光客に備え、
　　おもてなしの気持ちを磨いていきます
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　白河口の戦いに参戦した
斎
さ い と う

藤一
はじめ

が率いる新選組隊士
が宿営しました。また、明
治14年の明治天皇東北巡幸
の際、往路は休憩所、帰路
は宿泊された場所でもあり
ます。今もなお当時の蔵屋
敷が現存しており、内部は

違い棚、書院などを備えた床の間と座敷があり、玉座
と呼ばれています。
　また、中庭には軍人東

と う ご う

郷平
へ い は ち ろ う

八郎直筆による「明治天
皇行在所」碑と菊の御紋入りの灯篭があります。市で
は、新年度から保全整備に取り組んでいきます。

稲荷山（九番町）

白河歴史よりみち

脇本陣「柳屋旅館」跡（本町）
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▲鶴ケ城の籠城での新島八重
（同志社大学所蔵）


